
富山県氷見市における森林環境譲与税の活用について

　■活用状況（全体像）

　■令和６年度の具体的な活用状況

森林整備

木材利用・人材育成

森林整備

木材利用

木材利用

森林整備

森林整備

　■今後の実施計画

　①　意向調査の準備作業及び意向調査の実施について 　②　森林整備の促進について

事業内容

森林クラウドシステムの保守及びこれに係る林地台帳データ作成・更新を行いました。537,900

事業費（円）

うち
森林環境譲与税

537,900

風雪害等の気象害による倒木によって生じる集落の孤立等発生予防を図るため沿道林の整備を行いました。

680,000 680,000 市内で氷見産木材を使用し、住宅等を新築、改築する方々に対し助成を行いました。

森林の有する多面的機能の持続的発揮を図るため、必要最小限度の規格で敷設する作業道を開設する自伐型林家
に対し助成を行いました。

合　計

基金積立

事業区分

森林クラウド　システム保守・更新委託

ひみ里山杉振興推進事業

沿道林整備事業

氷見産木材活用促進事業

氷見市木質バイオマス活用促進事業

氷見市森林作業道整備事業

　 区　分         

氷見市自走式木材等粉砕機貸出事業

カーボンニュートラルの実現に向けた取組みを促進するため、住宅等で使用する木質バイオマスストーブの設置に補
助を行いました。

19,399,179

30,510,000

19,399,179

30,510,000

2,024,000 2,024,000 自走式木材等粉砕機を、市民に無償で貸出することにより、自主的な里山等整備を推進し、市内の里山の保全及び
再生を図るため、粉砕機１台を購入しました。

 未執行額の活用方針

活用額（円）

譲与額（円）

64,412,605

 区分         　　　 計           
 令和6年度末
時点の活用率

 令和元年度～
令和５年度  令和６年度   

53,300,794

91,466,000

11,111,811

30,510,000

　森林所有者の負担軽減をはかり、森林環境譲与税を活用して森林整備の促進を図るため、民間
事業者を支援により、木材搬出を円滑に行うための山元貯木場、待避所、車回しなどの造成、放
置人工林の整備、危険木等の伐採、竹林整備等を行い、総合的かつ効率的な造林事業を推進
し、林業生産基盤の整備及び林家の造林意欲の向上を図る。　　　　　Ｒ8～5,000千円(見込）

　意向調査の事前準備業務を民間事業者へ委託し、団地選定、素図作成、地権
者調査、施業実　施計画、地区代表者会議、所有者の名寄せ作業等を整備した
うえで、順次、意向調査を実施し、施業集約化を効率的に進め、森林整備を促進

する。 R8～各年度2,000千円 (見込）

121,976,000
53%

  森林整備及び市内公共建築物等へ
の木材利用

森林の整備及びその促進を図るための資金として、氷見市森林環境譲与税基金に積み立てました。

3,888,921 3,888,921
林業の担い手を育成するために、小型車両系建設機械特別講習、チッパー機講習会等を行いました。また、幅広い年
齢層の市民に森や木材に触れて使って知ってもらうために、植樹体験や山での伐採作業等仕事場見学ツアーや森を
歩き森の木を知るガイドツアー等の木育事業を実施しました。

2,580,000 2,580,000

400,000 400,000

1,000,000 1,000,000


